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高齢者看護学領域における老人性難聴に関する研究の現状
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人 も自覚 しずらいこと,情報の量 としても視覚に比べて
聴覚か らの ものは少ないこと1)なども影響 して,高 齢者
自身がその問題に気づきにくいことが指摘 されている。
また,聴 力低下を補 うには,補聴器が簡便でその効果も
































2.老 人性難聴 につ いて
1)老 人性難聴 とは
老人性難聴 とは,特 別 な原 因が無 く加齢 によ る両耳対
称性 の高音漸傾型感音難聴 を示す ことがその特徴であ る。
そ もそ も,難 聴 とはどの程度 の聴 力なのか。 これについ
て,WHO(World　Health　Organization)の定義では,
0.5,1,2,4kHzの4周波数平 均聴力 レベルに よる良聴
耳 の レベル において25dB以内が正常 と位 置づ けてお り,
26-40dBがMild,41-60dBがModerate,61-80dBが
Severe,81dB以上 をProfoundとして いる7)。老人性難
聴 の症状 で あ る聞 き取 りに くさは,4000～8000Hzの高
音 域か ら発生 し,徐 々 に500～2000Hz程度 の会話音域,
そ して さらにそれよ りも低 い低音域 へ と広 が ってい く。
高音域 の聴 力低下 は,子 音 の中で も特 に無 声子音 の聞 き
取 りを困難 にす る。加 えて,両 側性 で左 右にあま り差が
ないのが特徴 であ る。 また,難 聴 が発生 した場 合,た だ
単 に音 が聞 こえな くな るだ けでな く,音 は聞 こえ るが何
をい ってい るかがわか らない とい う状 態,す なわち,語
音 の聞 き取 りが難 しくな る。 これ は,年 齢 に伴 い,内 耳
蝸牛 の感覚細胞 が障害を受 けた り,内 耳 か ら脳 へ と音 を
伝 え る神経経 路や中枢神経 系に障害が現 れた り,内 耳蝸
牛 の血 管の障害が起 こった り,内 耳 内での音 の伝達 が悪





2)老 人性難聴 の疫 学
加齢 に伴 う老人性難聴 は,ど の程度 の頻度 で発症 す る
のか につ いて は,諸 外 国の報告 をみる と,Yuehら10)は,
アメ リカ国民 の65歳以上 の中では25～40%,75歳以上 に
なると66%,85歳以上で は80%が該当す ると述べている。
また,同 じくア メ リカのLinら11)も70歳以上 の高齢者 で
は25dB以上の難聴が63.1%であ ったと報告 して いる。
我 が国において,老 人性難聴 に関す る疫学調 査の報告
は,2000年以前 には国民生 活基礎調査12)のよ うな主観 に
依存 した報告 がい くつか散 見 され るのみであ った。 この
調査 において,健 康編 では 「あなたは ここ数 日,病 気 や
けがな どで体 の具合 の悪 い ところ(自 覚症状)が あ りま
すか」 との問を行 い,そ れに対 して 「きこえに くい」 と
回答 した者 は65歳以上高齢者 で人 口千人対108.0であ り,
これは高齢者人 口のおよそ10%とい う結 果であ った。 ま
た,小 玉 ら13)は,地域住民 に対す る住民検診 の一環 と し
て聴覚精密検診 を任意 で受 けた60歳以上 の高齢者88人の
内,聞 こえ に くい と回答 した者 は33人(37.5%),聞き取
りに くい者 も同 じく33人(37.5%)であ ったと報告 してい
る。 その後,安 田 ら14)の金沢市 の調査で は,地 域在住 の
高 齢者15589人の うち,気 導値 で良聴耳 の平均聴力 レベ
ル(四 分法)が35dB以 上 の者 の割 合 は,16.4%であ つ
た と述べ られて い る。下方 ら15)による国立長寿 医療 セ ン
ター研 究所 が実施 した老 化 に関す る長期 縦断疫 学研究
(National　Institute　forLongevity　Science　Longitu-
dinal　Study　of　Aging以下NILS-LSAとい う)で は,
安 田 らと同様 に良聴耳 の平均聴 力 レベル(四 分 法)を 用
い るもの の,聴 力障害 をWHOの グ レー ドを適応 し,25
dB以上40dB以下 のMild以上 とした ところ,60歳代 で
は,男 性36.8%,女性19.6%,70歳代 で は男性58.8%,女
性50.6%,80歳代 で男性82.6%,女性71.1%の割合であ っ








に,我 が国の医学系の研究論文を広 く網羅 している医学
中央雑誌 を用 いて 「高齢者」 「難聴」 をキーワー ドとし,
集録 開始 か ら最新 までの全集録論文(た だ し,学 会報告
であ る会議録 は除 く)を 検索 した結 果,345編が ヒッ ト
した。 それ を年 代別 で み ると1982年～1985年は4編,
1986年～1990年は21編,1991年～1995年は42編,1996年
～2000年は77編,2001年～2005年は72編,2006年以降 は
128編であ った。 そ こで,論 文数が増加 し始 めた1996年
以 降の277編の論文 の内容 を確認 したと ころ137編が解説
記事 であ った ことか ら,こ れ らを除外 し研 究論 文の体裁
を とって い る140編につ いて分 類 を行 つた ものが表1で
あ る。「難聴」 といって も,加 齢 によ る老人性難聴 とは
異 な る 「突 発性難聴」 や,老 人性難聴 と併 発 しやすい と
言 われてい る 「耳 鳴」 な どの類似 の疾 患や全 く異 な る疾
患の事例検討 の対 象がたまたま難聴者 であ った とい うこ
とで ヒッ トしたよ うな文献 を除 き,論 文 の研 究 目的,対
象者,結 果等 か ら,高 齢者 の難聴 自体 を研 究課題 と して
い る34編と,看 護 系の研究論文18編(こ れについては,
次 の看護 系論文 についてで述 べ る)に ついて,さ らに詳
細 に内容 の検討 を行 った。
老 人性難聴 に関す る看護 系以外 の論 文で最 も多か った
の は,補 聴器 に関 す るもので15編14,16-29),ついで高齢者
難聴 の疫学的調査 に関す るもの7編30-36),老人性難聴 の
聴 覚機能 に関す る研究6編37-42),難聴を伴 う高齢者 のス
トレスなどの心理的課題について研究 したもの2編43-44),
そ して治療法 や対応法 な ど,上 記 に分類 で きなか った も
のが4編 であ った。
この ような研究状況 の中で,2002年には立木 ら30)が平
成4年 か ら14年までに15歳以上 の正常成人1500人余 りの
聴 力を調 べた研究結果 の報告 が,我 が国にお ける年齢別
の聴力 の実態を示 した貴重 な研究 と して位置づ けられる。
特 に60歳以上 の高齢者 において,高 音域 の聴 力低下 を客
観 的に示 す ことに成功 し,以 後我 が国にお ける年代別 の
聴 力の基本 とな ってい る。 その後,広 島大学 の夜陣 ら33)
の広 島県地域保健対策協議会聴覚 障害対策特別委 員会 が
65歳以上 の地域 在住 の高 齢者382人を対象 に実態調査 を
行 うな ど,徐 々に老人性難聴 の研究 が始 め られて きた。
ただ し,夜 陣 らの調査 は,オ ー ジオメー ターを用いて客
観 的に聴 力を測定 してい るものの,あ くまで も住民検診
とい う性格上,防 音設備 のない場所 での測定 とい う制 限
があ る中での結 果であ る。老人性難聴 の診 断には,先 に
述 べたよ うに,他 の基礎疾患 によ る難聴 を除外 し,か つ
高音域 の聴 力の障害が確認 で きることが求 め られてい る
ため,純 音聴力検査,語 音弁別能等の検査が必要である。
これ らの検 査を行 うには,騒 音 を遮 断す る設備 や専用 の
機器 が必要 とされ,病 院等 の外来 で実施 せざ るをえない
ことか ら,多 人数 の高齢者 の老人性難聴 の実情 を把握 す
ることは極 めて困難 な中での意義 あ る取 り組 みであ った
といえ る。 夜陣 らの研究 以降,こ こ数年,上 記 の安 田
ら14),下方 らのNILS-LSA15)等による診察 室 におけるよ
り客観 的なデー タ取得方 法に基 づ く老人性難聴 の研 究成
果 が加 わ り,本 邦 の実態が徐 々に明 らかにな ると同時に
海外 との比較 も可能 とな って きてい る。
また,論 文数 が最 も多か った補聴器 については,研 究
の目的や内容か らおおよそ4つ に分類する ことがで きた。
第 一 グループ は,補 聴器使用 の実態14,17,18,20，21，29)について
であ り,補 聴器 を使 用 してい る高齢者 の聴 力,補 聴器 の
種類,金 額,ニ ーズな どであ った。第二 グループは,補
聴器 の改良,新 たな補聴器機 の試用及 び補聴器環境 の改
善等23-26)について,第 三 グループは,補 聴器使用 に当た っ
ての指導 方法16,22,28)に関す ること,第 四 グル ープ は,使
























































を健康問題 として取 り上げ介入することが難 しいという
側面もある。しか し,高齢者の難聴は,コ ミュニケーショ
ンの障害となり,高齢者の社会参加を阻害し閉じこもり
の誘因になることや,コ ミュニケーションの齟齬 が生 じ
ることでの高齢者及び周辺の人間との間の心理的な問題
など,見逃すことはできない。加えて,高齢者の難聴は
老眼などと異なり,高齢者 自身が老人くささを感 じ取 り,
難聴であることを受 け入れがたいという心理的な課題が
あることも指摘 されている14)。夜陣 ら34)の調査で も,耳
の聞こえの悪 さを問う質問に対 して,「悪いと思わない」

































教育 ・指導 してい くことで,老 人性難聴に興味を抱 き,
看護実践ができる看護師が育成できるものと考える。 こ
れらを通 して,老人性難聴 と高齢者に興味がもて,研 究
課題 として取 り上げる看護系の研究者が増加することを
多いに期待 したいものである。












6.引 用 文 献
1)教 育 機 器 編 集 委 員 会 編:産 業 教 育 機 器 シ ス テ ム 便
覧,日 科 技 連 出 版 社,東 京,1972.







4)齋 藤 友 介,安 本 昌 世,矢 嶋 裕 樹,他:高 齢 者 の 聴
力 低 下 に よ る ス ト レス 認 知 と精 神 的 健 康 の 関 係,大





6)ワ イ デ ッ ク ス が お 届 け す る難 聴 と 補 聴 器 の 総 合 サ






8)村 上嘉彦:形 態的変化(老 人性難聴 の ヒ ト蝸牛病
理),高 齢難聴者 の ケア(財 団法人長 寿科学振興財
団編),31-38,財団法人長 寿科学振興 財団,愛 知
県,2009.
9)中 川雅文:加 齢性難聴 と補聴器,高 齢難聴者 のケ
ア(財 団法人 長寿科学振 興財団編),61-70,財団
法人長 寿科学振興財 団,愛 知県,2009.
10) Yueh B, Shapiro N., MacLean CH. : Screeni 
 ng and management of adult hearing loss in 
 primary care, scientiffic  review,  JAMA  , 289 
 (15)  ,  1976  —1985, 2003. 
11) Lin FR, Thorpe R,  Cordon  —  Salant S. et  al : 
 Healing Loss Prevalence and Risk Factors 
 Among Older Adults in the United States, The 
 Journal of Gerontology series A Biological A 





13)小玉敏 江,林 田充 弘:高 齢難聴者 の聞 こえの状況
と難聴 への対応行動 の実情 地域 の聴覚精 密検診受
診者 を対象 としたア ンケー ト調 査の結 果よ り,保 健
の科学,41(1),65-70,1999.
14)安田健二,古 川仭:聴 力検診 にお ける高齢者 の聴
力の実 態 ～金沢市聴 力検診事業 よ り(2000年～20
05年)～,日 耳鼻,112,73-81,2009.
15)下方浩 史,内 田育恵:超 高齢化社会 にお ける聴 力
障害の動 向,高 齢難聴者 のケア(財 団法人長 寿科学
振興財 団編),7-15,財 団法人長寿科学振興財団,
愛知 県,2009.
16)三輪 レイ子,國 末和也,高 瀬敏幸,他:高 齢難聴
者 への難聴対策 老人保健施設 と認知症病棟 の入所
者 の場合,大 阪河崎 リハ ビ リテー シ ョン大学紀要,
3(1),51-56,2008.
17)荒尾 は るみ,立 石志保子,福 島隆匡:地 域 開業医に
お ける高齢者補聴 の実 態 高齢者 に望 まれ る補聴 と
そのため の一工夫,Audiology Japan,51(2),14
2-148,2008.
18)森尚彫,森 壽子,川 崎美香,他;当 院にお ける高
齢 者 の補聴器 装用 の現状,Audiology Japan,51
(2),130-141,2008.
19)西村忠 己,吉 田悠加,細 井 裕司:高 齢者 の補聴 器
装 用希望者 の聞 こえに関す る自己評価 と家族評 価,
Audiology Japan,51,123‐129,2008.
20)蒲生貴行,黒 田かお り:高 齢者 にお ける補聴 器選
択 特徴 と今 後の課題,臨 床福祉,3(1),76-80,
2006.
21)原睦子,大 崎政海,肥 田修,他:補 聴 器診 療の現
状,耳 鼻咽喉科医の役割,耳 鼻咽喉科臨床,99(10),
817-821,2006.
22)星山伸 夫:難 聴 を ともな う認知症 高齢者 の残存聴
力を活用 した コ ミュニケー シ ョンケア ・プ ログラム
の効果,総 合 ケア,16(2),86-90,2006.
23)夜陣紘 治,明 海 国賢,原 田貴志,他:老 人性難聴
への対策 ～講演会 にお ける磁気誘 導ループ システ
ムの有用性 についてのアンケー ト調査～,広 島医学,
55(9),761-765,2002.
24)明海 国賢,原 田貴志,小 野 文孝,他:老 人性難聴
への対策 ～講演 会にお ける磁気誘導 ループ システ
ムの有用性 についてのアンケー ト調査～,広 島医学,
55(6),542-546,2002.
25)夜陣紘治,益 田慎:老 人性難聴 への対策 介護補
聴器 の試用,広 島医学,53(12),1217-1224,2000.
26)三輪 レイ子,伊 丹永一郎:改 良型 イヤモール ドの
開 発 高 齢 者 が 容 易 に使 え る イ ヤ モ ー ル ド,
Audiology Japan,43(6),654-662,2000.
27)杉浦 むつみ,大 前 由紀雄,新 名理恵,他:補 聴 器
装着前後の心理 的ス トレスの評価,日 耳鼻,103(8),
922-927,2000.
28)木村邦子:社 会生 活にお ける高齢者 の難聴 につい
て ア ンケー トによ る実態調 査 と補聴 器助成 の運動
に向けて,北 海道勤労者医療協会看護雑誌,26,62-
67,2000.
29)前川直子,小 寺一興,猿 谷 昌司,他:高 齢 補聴 器
使 用者 の聴力 レベル の分 布,Audiology Japan,
43,72-77,2000.
30)立木孝,笹 森 史朗,南 吉昇,他:日 本人聴 力の加
齢 変化の研究,Audiology Japan,45,241-250,
2002.
31)小川郁男,山 崎博:在 宅高齢者 の聴覚検診体制
地域 にお ける難聴 高齢者 への取 り組 み,埼 玉 県医
学 会雑誌,44(1),178-186,2009.
32)小川郁 男,山 崎博:基 本健康診 査にお ける聴覚検
査 について 聴覚 障害者 の介護 予防事 業への参加,
埼玉 県医学 会雑誌,42(1),247-257,2007.
33)夜陣紘 治,明 海 国賢,益 田慎,他:老 年者 に対 す
る聴覚検診 の試 み,広 島医学,56(12),783-789,
2003.
34)夜陣紘治,井 口郁雄,小 野文孝,他:老 人性難聴
に関す るア ンケー ト調査報告,広 島医学,51(12),
1476-1485,1998.
35)夜陣紘治,井 口郁雄,小 野 文孝,他:要 介護者 の
コ ミュニケー ション障害の実態調査報告,広 島医学,
52(12),1068-1072,1999.
36)楢村裕美:高 齢者 の聴 力の実 態 ～老人保健施設
入 所者 にお ける調査 ～,Audiology　Japan,40,7
13-718,1997.
37)柳田則之,中 島務,草 刈潤,他:一 般 高齢者75歳
以上 の純音聴力,Audiology　Japan,39(6),722-
727,1996.
38)村瀬敦信,坂 本修一,中 島史絵,他:両 耳分離聴
が高齢 者 の音 声 明瞭度 に与 え る影 響,Audiology　
Japan,48(1),59-64,2005.
39)村瀬敦信,坂 本修一,中 島史絵,鈴 木 陽一,川 瀬
哲 明,小 林俊光:両 耳分離聴 が高齢者 の方 向知覚 に
与 える影響,Audiology　Japan,48(6),633-643,
2005.
40)岩崎聡,大 蝶修 司,渡 辺 高弘,他:人 工 内耳装用
者 と高 齢 者 の話 速 に よ る文 章 了解 度 へ の影 響,
Otology　Japan,10(2),110‐114,2000.
41)千葉 隆史:原 因不 明感音難聴 の臨床 的研 究,岩 手
医学雑誌,48(4),461-471,1996.
42)岡本牧人:難 音難聴 と加齢 特 発性両側性感音難
聴 と加齢,Audiology　Japan,39(2),122-129,
1996.
43)齋藤友 介,矢 嶋裕樹:難 聴 高齢者 にお ける聴 力低
下 に対 す る対処方 略が精神 的健康 におよぼす影響,
The　Journal　of　Japan　Academy　of　Health　Scie
nces,8(2),89-97,2005.
44)矢嶋裕樹,間 三千 夫,中 嶋和 夫,河 野 淳,硲 田猛
真,嶽 良 弘 榎本雅 夫 北野博也:難 聴 高齢者 の聴
力 低 下 が 精 神 健 康 に 及 ぼ す 影 響,Audiology　
Japan,47,149‐156,2004.
45)大島あゆみ,泉 キ ヨ子,平 松知子:老 人性難聴 を
もつ高齢者 にお ける補聴器 への順応 のプ ロセス,老
年看護学,11(2),93-102,2007.
46)大島あゆみ,宮 中め ぐみ,泉 キ ヨ子,他:老 人性
難聴 をもちなが ら地域で暮 らす高齢者 の体験の意味,
老年看護学,10(1),53-61,2005.
47)松田典子,湯 浅美千代,野 口美和子:入 院 ・入所
してい る難聴高齢者 の難聴 に由来 す る思 い と看護援
助,千 葉看護学 会会誌,8(2),16-22,2002.
48)森岡智恵:入 院 ・処 置の継続 困難 な難聴 を持つ82
歳患者 への工 夫 ポス ター,メ モを使用 した1例,
川 崎市立川 崎病 院事例研究集録,6,7-10,2004.
49)長沢優子,漆 舘敦子,簗 田政子,他:難 聴 患者 の
外 来受診 にポケ ッ トベル使 用の効 果,日 本看護学 会
論文集:看 護総合,33,100-102,2002.
50)高木 初子,水 戸美津子:高 齢者通所施設利 用者 の
聴 力障害の実態,自 治医科大学 看護学 ジャーナル,
6,61-70,2009.
51)出貝裕子,勝 野 とわ子:介 護老人保健施設 にお け
る認知症 高齢者 のagitationと騒音 レベ ルの関連,
老年 看護学,12(1),5-12,2007.
52)苅野愛,原 祥子:入 院中の高齢 患者 が感 じてい る
看護師に対す る気兼ねの要因,日 本看護学会論文集:
老年看護,40,144-146,2010.
53)清水裕子,臼 井千 津:救 急外来 看護師 の高齢 患
者 との コ ミュニケー シ ョン問題 ヒューマ ン ・ケア
研 究,11(2),98-105,2010.
54)横島妙子,吉 岡昌美,鈴 木百 合子,他:看 護 師の
脳血 管疾 患高齢 患者 に対 す る転倒 ・転 落予測の判 断
基準 転倒 ・転 落の予 防に向 けて,日 本看護学 会論
文集:老 年看護,38,49-51,2008.
55)木下 香織,古 城幸子,馬 本智恵:老 年看護学 臨池
実習に導入 した 「利 用者体験」 の教 育効果 と課題,
看護 ・保健科学研 究誌,8(1),169-176,2008.
56)中山小百合,平 山早百合,直 江佳,他:認 知症,
全失語,嚥 下 障害のあ る患者 の経 口摂取 に向 けての
取 り組み 首のス トレッチ運動 とアイスマ ッサー ジ,
家族 とともに支えた効果,日 本看護学 会論 文集:老
年 看護,40,27-29,2010.
57)千葉聖子,逡 幸枝,松 永智仁,他:超 高齢者 のA
PD治療 にお ける看護 指導 に難渋 した1症 例,腎 と
透析,63,233-235,2007.
58)松原翼,坂 本 弘子,甲 斐幸子:Estarbrooks理論
を用 いた難聴 の高齢者 への タッチ ングに関す る事例
検討,日 本看護学会論文集:老 年看護,37,91-93,
2007.
59)田代 由起子,宗 村宏子,新 村郁子,他:高 齢者 に
対 す る看護計 画開示の効果,日 本看護学 会論 文集:
老年 看護,33,162-164,2003.
60)平井知加子,生 野 由美:難 聴 で コ ミュニケー シ ョ
ンが取 りに くい患者 のス トーマ造設 か ら自立 までの
援 助 フ ィ ンクの危 機 理 論 を用 い て,Urological　
Nursing,7(5),507‐513,2002.
61)藤井公貴,垣 井豊子:難 聴 で暴 力行為 のあ る痴 呆
老人 の看護,日 本精神科看護学会誌,43(1),430-
432,2000.
62)吉岡一実:難 聴(老 人性難聴),老 年看護学 概
論 と看護 の実践 第4版(奥 野茂代 他編),396-3
98,ヌー ヴェル ヒロカ ワ,東 京,2011.
63)小長谷百絵:難 聴,ナ ー シング ・グラフィカ26
老年看護学 高齢者 の健康 と障害(堀 内ふ き他監),
147-150,MCメデ ィカ出版,大 阪,2008.
64)植田恵:高 齢者 にお こりやすい コ ミュニケー シ ョ
ン障害 老人性難聴,系 統看護学講座専 門分野 Ⅱ
老年看護学(北川公子著者代表),83-84,198-200,
医学書 院,東 京,2010.
65)三輪 レイ子:D聴 覚 障害,新 クイ ックマス ター
老 年看護学(田 中マキ子編集),297-305,医学 芸
術社,東 京,2006.
66)千葉京子:6.感 じる,老 年看護学(川 島み どり
監修),123-135,看護 の科学社,東 京,2010.
